
旦◎.自然覗象

10-1.季節 ｡一日の区分

10-1-1.季節

春をパィカラ paykar､夏をサク sak､秋をツク cuk､冬をマタ mataという｡

夏の神様 とか冬の神様 とかは聞いた事がない｡

10-1-2.月の名

暦を昔の人はどうして知ったものかわからない｡月の名前を聞いたがあまり覚えていない｡

6月だろうか､日が長 くなる月をトエタンネ toetanneと言う｡

9月頃ヒエ｡アワを取る (イチャルポク icarpok)月をハブラブ haprapと言う｡ヒエ｡ア

ワを取る時にイチャビバ icapipaという川貝を使った｡(沼貝をトービバ topipaという)

どの月か判らないが松明 (スネ su三1e)で魚を取るスナンツプ sunancupという月がある｡

10-2.気象 ｡天候

10-2-1.寒さに関する表現

テケ ペチッネ tekepetetne｡手がかじけた

メアン フミ me'anhumi寒いようだ

ク メライケ フミ kumeraykehumi寒いなあ

タント シリ メマム フミ アン tantosirmemamhumian 今日は涼しいなあ

タント ナムレラ アシ クス クルプペ カ トウナシヌ ネ フマシ tantonamreraas

kusukuruppekatunasnunehumas 今日は冷たい風が吹いているので霜が早 くなるようだ

オクラン タシコロ アン フミ okurantaskoranhumi 夕べはひどく寒かったなあ

シン ルブシ sirlrupuS しばれる

タ メライケ ワ ク ルプシ アンキ フマシ kumeraykewakurupusankihumas

寒 くてしばれてしまいそうだ

タシコロ ルプケ (アン)ワ ク ルプシ アンキ フマシ (ク ルブシ ノイネ ク ヤイ

メ) taskoTruPke(an)wakurupusankihumas(kurupusnoynekuyaynu) 寒 くてし

ばれそうだ

メアン ナ｡ソモ エメライケ me'anna.somoemerayke 寒いなあ､おまえ寒 くない

か

チュク アフン コ メアン cukahunkome'an 秋になると寒い｡

10-2-2.暑さに関する表現
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シリ セセク sirsesek 暑いなあ｡ク セセク クヤイウェンヌカラ ワ アペ ウシカ ワ

エンコレ kusesekkuyaywennukarwaapeuskawaenkore 暑 くてたまらないから火を

消してくれ

10-2-3.台風

台風をポロ レラ poror昌raと言うO台風が来たときにするまじないがある.冒(ニス nisu)

に綱を縛 り､梁 (ウマムキ umamki)から下げる｡｢臼の女神よ､我々をお助けください｣(ニ

ス カッケマッ nisukatkemat(あるいはニス プチ nisuhGci)ウンカ オピゥキ unka

opiwki)と唱える｡女の人は鎌を持って外に出て風に向かって鎌を振 り回す｡これは､風を切

り風 と意地較べをするのである｡風を切るときの文句は忘れた｡

10-2-4.風

風が吹 く事をレラ アシ r昌raasと言い､風が強い事をレラ ルイ r昌raruyとかレラ ユ

プケ r昌rayupkeと言う｡ナム レラ ルイ namrさraruy冷たい風が強 く吹 く｡ナム レラ

アスミ クルプペ カ タネ アン ノイネ フマシ nam reraasbumikuruppekatame

annoynehumas冷たい風が吹いているようなので霜が降りるかも知れない｡(参照｡ワクカ ナ

ムミ wakkanamhumi水が冷たい｡ク ケマ (テケ)ナムミ kukema(teke)namhumi

手足が冷たい)

メナシ menasヤマセ(山から､東の方から吹き下ろす風で生ぬるい風である｡メナシ ルイ

menasruyすると天気が変わり､雨が降ると言われていた｡

オコイポクン okoypokun西から吹 く風で浜の人はこの風が吹 くと舟を出さなかった｡

エコイポクン ekoypokun西の海の方､すなわち苫小牧方面へ吹 く風

オコイカウン okoykaun 新冠方面から吹 く風

エコイカウン ekoykaun 新冠方面へ吹 く風

風の神のことを歌った歌を､今生きていれば､百歳以上にもなるイコスプ ikosupという婆さ

んに教えてもらった (ll-4参照)0

10-2-5.雲

雲をニシクル niskurと言う｡白い雲をレタラ こシクル retarniskur､黒い雲をクンネ こ

シクル kunneniskur､一番黒い雲をトイウェン こシクル tOyWenniskurと言う｡

空をこシコトロ niskotoroと言う｡カムイ ニシコトロ kamuyniskotoroとは､カムイモ

シル kamuymosir(神の国)の事である｡

10-2-6.霧 ･雨 ･雪

霧をウラル Grarと言う｡ウラル アン ルエ ムraranrue霧がでているよ｡物語 (ウエ

ペケレ uepeker)のイクレスイェ Ikuresuye(人名)の言葉につぎのような表現がある｡｢霧

も何もない時に､私は外に出たところ､霧で道に迷って､どこを歩いているのか､わからなく

なって､チュプポククシペッという川に出た｡｣

ウラル カ ネプ カ イサムノ ソイネ アナプ
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urarkanepkaisamnosoyneanap

ウラル シットウライノ アナ エカリ

urarsitturaynoanaekari

アブカシ アン ケラムペテク コル

apkasankerampetekkor

アルパン ア イネ チュプポク クシ ペッ オロタ ラナン

arpaanainecuppokbuspetorotaranan

ルヤンベ ruyanpeとは､雪と雨の両方を表す言葉である｡豪雨をアプト ルヤンベ シリ ウ

ェン ルイ aptOruyanPeSirwenruy､豪雪をウパシ ルヤンベ シリ ウェン ルイ upaS

ruyanpesirwenruy､雪や雨に悪口を言うとき､魔物みたいに､ウェンルヤンベ Wenruyanpe

と言う｡

雨をアプト aptoという｡(例文 :雨が降る アプト アシ aptoas｡大雨が降る ポロ ア

プト アシ poroaptoas｡)

みぞれは､ペソシ pesos｡(例文 :みぞれが降って来た ペソシ アシ ク ワ ユタ pesos

askuwaek

雪 ウパシ upas｡(例文 :ウパシ アシ upasas 雪が降る｡大雪が降る ポロ ウパシ ア

シ poroupasas)｡

ふぶき(地面に積 もった雪が飛ぶ事)ウブン upun｡(例文 :ふぶきになるウブン パッチェ

upunpatce｡吹雪で雪が渦巻 くようになる ウブン パッチェ ウェヌブン パナ トウコポ

イェポイェ upunpatcewenupunpanatukopoyepoye｡地吹雪になってひどく天気が悪い､

見る事もできない｡ウプン パッチェ､シリウェンルイ インカラ カ エアイカプ upunpatce,

sirwenruyinkarkaeaykap｡)

雪で死んだ人はいないが､吹雪では人が死ぬことがあるので吹雪になる(ウブン パッチェ)

と恐ろしかった｡

大雨でも大雪でも天気が悪いと､雨◎雪の神 (ルヤンベカムイ ruyanpekamuy)助けてくれ

と頼む｡

物語の中に､天から降った火の雨 (アベ ラヨチ aperayoci)と氷の雨 (コンル ラヨチ

konrurayoci)でサマユンクル samayunkurの村 (コタン kotan)が全滅した話しがある｡

電 (ひょう)は､カゥカウ kawkawと言う｡雷が降りる事をユーカラ yukarでは､つぎの

ように表現する｡

カムイ マウェ エ トク 神風の行 く手に

kamuymaweetok

ヌムヌム カウカゥ 大粒の電

numrlumkawkaw
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ヌムヌム アプト チエチャ/レか 大粒の雨が降った

numnumaptociecarka

タパン カムイ マウ この神風の

tapankamuymaw

エタ フム コン ナ 来る音は

ekhumkonna

コトソサッキ ウアルキ フム ゴーゴーとなる

kotososatkiuarkihum

ノカン シリ カ ウシ ペ 小さな草木

nokansirkauspe

ルプネ ヒ-ケ ペウレ ヒ-ケ 老いも若きも

rupnehikepewrehike

シンリッ カ ワ 根こそぎ

sinritkawa

コメシバメシバ 引き抜き

komespamespa

チサマソネ ク カル ワ エク 倒しながら来た

cisamasonekukarwaek

10-2-7.雷

雷をカムイ フム kamuyhumという｡男の神であろうか｡カンナ カムイ kannakamuy

とも言う｡家の外にいる時､雷が来ると (カムイ フマシ kamuybum as)､｢雨が降る降る

(アプト アシ aptoas)｣と言って急いで家に戻る｡だから､子供の時に､畑にいて雷がなっ

た時すぐに家に帰れるので喜んでいた｡家の中にいる時に､雷がなると､女の人は､はちまき

をはずし､左手で右手を上から握 り､頭を下げて畏れ慎む(オリバク oripak)｡刃物を使って

はいけないと言って､床の隅 (ソー ウスッ SOuSut)に隠した｡

雷が落ちることを､カンナ カムイ オこシポソ ノイネ フミ アン(フマシ) kannakamuy

onisposonoyne humian(humas)という｡(オこシポソは､天から落ちる事)0

稲光は､イメル imeruと言い､稲光がすることをイメル アッ imeruatと言う｡

10-2-8.虹

虹をラヨチ rayociと言う｡昔､女は嫁に行 く前に母から下帯 (ボン クッ ponkut)を作

ってもらいそれを着けて嫁に行 くのが習慣であった｡ラヨチと言う娘は親の言う事を聞かず､

いろいろな色の絹 (サラムベ sarampe)でボン クッを編んだ｡これを聞いた神が怒 り､懲 ら

しめようと(アパカシヌ apakasnu)､虹にしてしまった｡だから､虹の事をラヨチと呼ぶよう

になったのだ｡天気がいいのに雨が降るとラヨチがかなしくて泣いて (チシ cis)いるんだと

いわれていた｡
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10-2-9.地震

地震をシリシモイェ sirsimoyeと言う｡和人 (シサム sisam)は､まじないの言葉を言うの

に私達は何も言わない､臼の神 (ニス プチ nisuhGci)でもぶらさげたのだろうか｡

10-2-10.洪水と山津波

洪水をオキムンベ okimunpeと言う｡シリ ボプケ ネ クス コンル ウスラ イネ オ

キムンベ アン sirpopkenekusukonruusuraineokimunpean｢夏に暑 くなると氷が融け

て大水になる｣

大水が出て畑が荒れてしまってヒエもアワもトウキども何 もとれない事があった｡私が生ま

れてから､大水で作物がとれない事が二回あった｡

春の大水は､パィカラ オキムンベ paykarokimunpeというのではないか｡(ll-3参照)

春になると外で地面が ドーンと音をたてて割れたような音がする｡これをトイ ブシ コJt, オ

カ toypuskorokaと言う｡

山津波をオレブンベ orepunpeと言う｡海から来ても山を越えて来ても(ェクシコンナ ekuskon-

na)オレブンベと言う｡父は若い人達に山では低いところに決して泊まるものではないとよく

言っていた｡音､山津波があった時にオテルシの上に (オテルシ カ タ ocirusikata)逃

げたものだけが助かった｡それで､小さい時からオテルシの神に祈るように (オテルシ カム

イ ノミ ヤン ocirusikamuynomiyan)言われていた｡

10-2-ll.川の流氷

ペッ )i,ブシ､エクスン カルパ ルスイ コルカ オロ オシマ petrupus,ekusunkarpa

rusuykorkaoroosma 川が凍ったので､渡って行きたいのだがぬかって (水に入って)しま

う｡柳 (スス susu)の枝などで仮橋 (コンル ルイカ konruruyka)を作ると､パサバサ

した氷 (モムペ mompe)が流れて来て橋ができる｡

シリ ボプケ イネ (シリ ボプケプ ネ クス)コンル オピッタ ウスラ ワ モム コル

オカ sirpopkeine(sirpopkepnekusu)konruopittausurawamomkoroka暑いので氷

が皆離れて流されてしまう｡

10-3.天体

10-3-1.太陽と月について

お目さん､お月さんが隠れる(日蝕､月蝕)と､ほうき草(ムンメイェプキナ munnuyepkina)

で作ったほうきを持って､樽に入った水にほうきを浸し､チュプカムイ エライ ナ ヤイテム

カ ウォーイ ウォーイ CuPkamuyeTayna, yaytemkawoywoy｢日の神､月の神､死

ぬぞ､生き返れ｣と叫んで天に向かって水をかける｡心臓を冷やして生き返ってくれという訳

で､皆で大騒ぎしてやったものだ｡きれいな水をかけないといけないものだ｡何か物を打ち鳴

らすということはなかった｡

10-3-2.星について
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神窓 (ロルンプヤラ rorunpuyar)は東に向いており､そこから､朝､しののめの光が見え

る(こサッマウ リキン nisatmawrikin)｡その太陽のそばで光る星がある｡その星をこサッ

サウォッ nisatsawotという｡このこサッサウォッカムイ nisatsawotkamuyを見たら､災難

がないようにと､年寄 りはお祈 りをしていたそうだ｡母親は自分でお祈 りはしないが､そのや

り方を教えてくれたOエ トウフ カラ etuhukarといって､人差し指で鼻の下を左から右へこ

する｡この動作は､男が酒を飲んだ残 りを女にやった時､女が杯 (トウキ tuki)をとってオン

カミ onkamiしてする動作と同じである｡

このこサッサウォッに拝むと幸せになるという｡母老馴ま､女が朝早 く起き川へ行き顔や手を

洗い､口をゆすいで､川上にも川下にも手を合わせて拝んで､幸せにしてくださいと言って拝

むとよい､と言っていた｡私は子供がなかなかできなかったので母の言うとおり､人に会わな

いように隠れて朝早 く､額平川に行って､水の神 (ワクカウシカムイ Wakkauskamuy)に頼

んで拝んでいた｡

10-4.地理

10-4-1.コタンと近隣の概況

荷負本村 (こオイ コタン nioykotan)は､元は額平川の向かい岸の現在のこオイ沢あた

りにあった｡そこをフシコ コタン huskokotanと呼んでいた｡そこから現在の荷負本村のあ

る高台(こウシケ niuske)の下に移った｡その後､現在の高台に移った｡昔は､50軒ほどの家

があった｡荷負本村には､木村という姓が多い｡西島氏も旧姓は木村である｡

買気別 (ヌプキペッウンコタン nupkipetunkotan)は､20軒ほどの家があった｡

シケレベ sikerpe(現在のスケレベ)コタンは小さなコタンであった｡アスパキ asupaki､

ボン アスパキ ponasupaki沢の上部にあたる｡

ポロサルコタン porosarkotanには2､3軒の家があった｡

10-4-2.地形名称

普段は､額平川の事を単にペッ petといっていた.祭壇 (ヌサ nusa)で行うお祈 り (カム

イノミ kamuynomi)の時には､川の流れの静かなところをワタカウシカムイ Wakkauskamuy､

波の荒いボンボンと波立つ (カンテゥカシ ロシキ カネ kanciwkasiTOSkikane)ところを

チワシコルカムイ Ciwaskorkamuyと称える｡

小さな沢はカムイノミしないが､コタンに近い水を汲んだり利用する沢はナイコルカムイ

naykorkamuyといって､カムイノミする｡男がするのがあたりまえだが､現在は､する男の人

もいないので自分がしている｡この川にキッチ kitci(この容器に雨を溜めて洗濯に使う)み

たいに丸太を縦に振 り込んだバッタリ pattari(鹿おどしのようなもの)でヒエやアワを鳴い

て(イウタ iuta)､輝を落としては(トゥイエ トウイエ tuyetuye)､またイウタした｡バッタ

リは､父が作った｡
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川の岸 (段差のない) ウッキタイ utkitay

川の岸 (段差のある) ペ ットシカ pettoska

河原 ピタラ pitar

浅瀬 シリ オハク sirohak

深いなあ シリ オッオホ フミ siro'ohohumi

深いから危ないぞ シリ オッオホ イヤイキプチ siro'ohoiyaykipte

川をこいで渡る ペッカスイ petkasuy(例文 :ク ペッカスイ ワ エクスン か レパ ku

petkasuywaekusunkarpa｢川をこいで向こう岸へ行 く｣oクペ ッカスイ ワ オクスン ケ

ク kupetksuywaokusunkek｢川をこいで向こう岸から来る｣)

川に細い枝を敷き水で凍らした橋をコンル ルイカ koruruykaとかチャー )I,イカ caruyka

という｡荷負コタンから貫気別コタンへの近道 (イカ ika)はコタンパ kotanpa(荷負コタ

ン内の額平川上流の方)のす ぐ下の方にあった｡

狭 くて波の荒いところ ウッカ utka

深 くて渦巻いているところ モイ mOyとかハッタル hattar°

川の曲が り ペ ッ レウケ petrewke

沢のロ ナイブ トゥ ペ トルン ラッキ コル アン nayputupetorunratkikoran(釈

の口が川に入 り込んでいる)

大きな石 ポロ スマ porosuma

小さな石 ポン スマ ponsuma

砂利 ピーオタ piota(例文 :サッ ピーオタ セセク フミ satpiotasesekhumi ｢乾

いた砂利の上を歩 くと熱いな｣)

砂 オタ ota

柳原 ススタィ susutay｡_柳はイナウに用いる｡また､遊びとして､先をエエンケ eenke

(尖 らす)して､頭を平 らにtてカククイ kakkuyを父が作って くれた｡釘きしのようにして､

相手のカタクイを倒す と勝つ｡

木原 ケナシ kenas｡こういう場所には家を作 らない｡ケナシウナルベ kenasunarpe(木

原のばあさん)が住んでいると言われる｡木はどこに生えていてもシリコルカムイ Sirkorkamuy

である｡

高台をヌプ nupという｡奥の山の稜線の低いところをキメプ kinupという｡

山のひら (斜面)をフ/レコ トロ huTkotoroという｡

一番高いLLLをポロ ヌプリ poTOnupuriとかポロ シリ porosirという｡

川の上流をペッ エ トコ petetoko(たとえば､貫気別川の上流をヌプキペッ エ トコ nupki

petetokoという｡)

山の尾根の分岐点 (シ トゥ situ)は､良い神 (ピリカ カムイ pirkakamuy)も悪い神 (ウ

ェン カムイ Wenkamuy)も歩 くから分岐点の落ち口 (シ トウ ケシ situkes)には泊ま
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るものではないと言われていた｡

10-4-3.方向を表す表現

へベラ hepera 川上へ

例文 :へベラ カルパ heperakarpa 川上へ行 く

へベラ カルパ ワ ケク heperakarpawakek 川上へ行って来た

ホベラ hopera 川上から

例文 :ホベラ クサン hoperakusan 川上から (下って)来た

へパシ hepasi 川下へ

例文 :へパシ カルパ hepasikarpa-へパシ クサン hepasikusan 川下へいく

ホバシ hopasi 川下から

例文 :ホバシ ケク hopasikek 川下から来た

トゥラシ turas 川伝いに川上へ

例文 :ペッ トウラシ カルパ petturaskarpa 川伝いにのぼった

ペシ pes 川伝いに川下へ

例文 :ペッ ぺシ クサン petpeskusan 川伝いに下った

ヘラシ herasi 川へ

例文 :ヘラシ クラン herasikuran 川へ下る

ペ トルン クラン petorunkuran 川へ下る

コタンケシ クラン kotankeskuran 村はずれへ行った(荷負本村ではコタケシ(村

はずれ)は､コタンから､額平川へ下るときの通路にある｡したがって､川へ降りていったこ

とになる｡コタンパ kotanpaは西島テル氏の家の付近､すなわち額平川の上流の方である｡)

ホラシ horasi 川から

例文 :ホナシ ケク horasikek 川から来た

コタンケシ ワ ケク kotankeswakek 村はずれから来た

ホラシ ケク ルエ ウン horasikekrueun 川から来たよ

コタン オルン クへメス kotanorunkuhemesu 川からコタンへ行 くため坂を上

がった｡

エクスン ekusun 向こう岸へ

オクスン okusun 向こう岸から

例文 :クペッカスイ ワ オクスン ケク kupetkasuywaokusunkek 川をこいで (演

渉する)向こう岸から来た

へマカシ hemakasi 川から離れて

例文 :-マカシ カルパ hemakasikarpa 川からコタンの方へ行った｡

ホマカシ homakasi 川へ近づいて

例文 :ホマカシ クラン homakasikuran 川の方へ降 りて行 く
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エビスン episun 浜へ

例文 :エビスン クサン フ ケク episunkusanwakek 浜へ行って来た

ピシ タ(ア トゥイ オッタ)スム クホク ワ クサン pista(atuyotta)sumkuhok

wakusan 浜へ油を買いに行った

オビスン opisun 浜から

例文 :オビスン ケク opisunkek 浜から来た

-レパシ herepasi 陸から海へ

ホレパシ horepasi海から陸へ

例文 :チブタ シサム ホレパシ アリキ ciptasisam horepasiarki船大工が海からや

ってきた

サン san 川下へ下る

例文 :ニブタニ タ クサン フ ケク ルエ ウン niputanitakusanwakekrueun

二風谷へ行って来たよ

ア ルパ arpa 行 く

例文 :フレナイ タ カルパ ワ ケク ルエ ウン hurenaytakarpawakekrueun

振内へ行って来たよ

エク ek 来る

例文 .'キパルバル クホク ワ ケク kiparparkuhokwakek てんぐさを買って来た

10-4-4.地理 ｡地名

1-10までは､荷負本村を出て､額平川を川下から川上に向かっている｡(地図 1参照)

1｡ トウクシシオッナイ tukusis'otnay アメマスがあがったのでこの名がついた｡昔､川の

先に沼があったが､現在は水田になっている｡

2｡ユケ トンナイ yuketonnay(yuketoy王lay)昔､青い土があって､そのねばねばした土

を鹿が食べるのでこの名が付いた｡

3｡キタルシナイ kitarusllay 意味未詳 (何か固い木の皮を意味するのか)｡この沢の向こう

岸に円墳のような丸い山は､チャシコツ CaSkot(本節12番 参照)で､城の跡だといわれて

いる｡

4｡タユシナイ tayuSnay 意味未詳

5｡タユシナイ タブコピヒ tayusnaytapkopihi現在の山名は､三角山.荷負本村でもナナ

ハン (ヌプキペッウンコタン nupkipetunkotan)でも､この山にカムイノミ kamuynomi

(祈 り)をする｡その山のふもとには昔は､ユ (温泉)があった｡自分がヒゼンともいうカサ

マヤイケ kasamayayke(皮膚病)になったとき､ハポ hapo(母)と一緒に温泉に行き一

週間通い､治した｡島野かへいという人がその温泉を整備 した時､和人なのに､アイヌに頼ん

で､チホルカケプ Cihorkakep(イナゥ inawの一種)を作ってカムイノミをしてもらった｡

この､チホルカケプは､普通のイナウとは逆に､木の先の方から削る0
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6｡スブン supunの沢(現在は､シブンの沢)アカハラがたくさん入ったのでこの名が付いた｡

音から､橋がかかっていた｡

7｡トナイェ tonaye(現在の地図上の名前は､ トエナイ)山の奥の方に沼があったのでこの

名がついた｡

8.モセウシペッ moseuspet モセ moseは､ヨシガヤのこと｡この沢で近 くのどのコタン

でもカヤを刈っていた｡屋根に使うカヤは､スプキ supkiという｡

9｡マカウシペッ makauspet 小さい川である｡

10｡オソウシ osousi額平川への落ち口に滝のある川｡この川の向こう岸にルツケプ rutkep

(すべる､崖崩れのようになっている)と言い､その下で畑を作っていた｡

11｡額平川は､別名をトミサンペッ tomisanpet､シシリムカ Sisirmukaといい､その川のど

こかにシメタプカ sinutapkaというところがあり､そこでユーカル yakarにでてくるポィヤ

ウンベ poyyaunpeはおがった (育った)といわれている｡荷負本村の人々の間では､沙流川

には､あんなに大きな川なのに名前がなかった｡額平川と沙流川本流との出合いをペッ エカ

リ petekariという｡ヌキベツ川が額平川と出合うところをヌプキペップトウフ nukipetputuhu

という｡

この辺で一番大きな山は､ポロシリ porosirで､家にあるメサ nusaで必ずカムイノミした｡

父親は､そのポロシリに測量に行き､重い石を背負って頂上までのぼったそうだ｡

12｡ペクンチ (pekunci人名)のチャシコツ CaSkot｡この丸い昔､ペクンチという人がここに

砦を築いて､戦争をしたという話しがある｡荷負本村のコタンパ (川上の方)から対岸に見え

る丸い山｡

13◎アブシ apus 川の背後にある山の上に昔々コタンがあったという｡マスがのぼった｡

14｡ルッケプ rutkep このふもとで畑を作っていた｡畑のそばにトイタ チセ toytaciseを

つくった｡

15｡イベベシナイ ipepesnay～イペッペシナイ ipetpesnay ヌキベツコタンのすぐそばを流

れる川で､ヌキベツ川と並行に走っている｡父から聞いた話しによると､熊がこの川づたいに

降りてきたのでこの名がついた｡

昔､飢摩 (ケムアン kem'an)があった｡カラスの-羽も､カケスの-羽もいなくなった｡

(7-2参照)

16｡エサンビラ esanpira ヌキベツ川の口よりすぐ近 くの岩が突きでたようになっている崖｡

チノミシリ cinomisir(祈る対象となる山)のひとつで､ヌキベツ コタンの人達のイナウチ

バ inawcipa(祭場)がある｡

17.セタナイ Setanayコタンより上流のヌキベツ川支流｡バング セタナイ pankesetanay

は大きな沢である｡

18｡オテルシ ocirusi～オチリシ ociris 荷負本村､ヌキベツの人達がカムイノミするチノミ

シリ cinomisirである｡
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(西島氏の弟の奥さんの病気の回復を感謝する祈 りを捧げに､調査者がオテルシに同行 した｡)

杯 (トウキ tuki)とお酒､ヒエ､イナキビ､タバコを持って行った トウキに二回に分けて注

いだ酒を酒箸で5回ふ りまく｡

｢尊い神様､私の父達は頭を垂れながら､祈 りを捧げたものでしたが､私は祈 りを捧げた事

もないのです｡私の弟の妻が病気になった時､私が (オテルシに)祈ったので (全快 したので

御礼に来るべきところですが､今まで来れませんでしたので)､畏れ慎んでおりましたところ､

和人の若者､良い若者たちが､心根が良 くやってきて くれました｡(そのおかげで)ここに来て

祈っているのです｡何 と尊い事でしょう｡私は貧しい年をとった女でお祈 りを捧げますが､こ

の トゥキを受け取って ください｡｣

シバセ カムイ ク コロ ミチ ウタラ ヤイコムイェ コロ ノミ ロク ペ アノミ カ

エラミシカリ オラ カキヒ マチヒ タスム イ タ ク カムイノミ イ タ(約-秒閣不

覗)ケオリパカブ､シサム オタカイポ ピリカ オタカイポ ウタラ ケウトゥム ピリカブ

ネ クス アリキ ワ ケク ワ ク カムイノミ ナ｡カムイ パセ シリ､ウェン ルプネ
.メ

マッ ク ネ ワ ク ハウキ ヤクカ タン トウキ 受け取ってください｡ sipasekamuy

kukormiciutaryaykomuyekoTnOmi rokpeanomikaeramiskariorakakihimacihi

tasumitakukamuynomiita- ◎｡｡koripakap, Sisamokkaypopirkaokkaypoutar

kewtumupirkapnekusuarkiwakekwakukamuynomina.kamuypasesir,WenTuPne

matkunewakuhawkiyakkatantukiuketottekudasai.

この時､調査者にオチルシに酒を捧げ､首筋にパスイで酒を垂 らすように指示し､祈 りを続

ける｡

｢私が (ここに来ると言うと若者は)酒 も焼酎も持ってやってきて自ら酒を捧げたのだから､

尊い神よ､私の若者達を見守って何事 もないように､静かにアイヌの言葉をたくさんわかって

帰って行けるように取 り計 らってください｡良い若者ばかりが私についてきたのです｡尊い神

様､私の若者達の心を汲んで､何事 もないように守 り神 とともに帰られますように取 り計らっ

てくださいO無事に行きなさい｡ケク ワ サケカ ソーチゥ カ コロ ワ アリキパ ワ ヤ

イカタ チャ/レパ シンネ クス シバセ カムイ ク コロ オクカイポ ウタラ セレマク

カシ エプンキネ ワ エペッチウ サクノ アプンノ アイヌ ヤイイタク ボロンノ エラ

ムオカ ワ パイェ クこ カムイ サンニヨ アン ナンコン ナ｡ビリーカ オタカイポ パ

テク エン トウラ フ アリキ ルウェ ネ ナ｡ア ノミ カムイ ク コロ オタカィポ

ウタラ ケゥトウム カシ ピリカノ カラ フ エペッチゥ サクノ -コテ カムイ コホ

シプバ クニ カムイ サンこヨ フ アン ナンコン ナ｡アブンノ バヨカ｡ kekwa

sakekasociwka korwaarkipawayaykatacarpasinnekususlpaSekamuykukor

okkaypoutarsermakkasiepunkinewaepetciwsaknoapunnoaynuyayitakporonnoeram'

okawapayekunikamuysanniyoannankonna｡ pirkaokkaypoutarkewtumukasi

pirkanokarwaepetciwsaknohekotekamuykohosippakunikamuysannlyOWanankon
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na.apunnopayoka｡

19｡チカシットク Cikasittokヌキベツ川が現在の買気別市街に出るところの右岸にある小高い

山の名｡

20｡荷負本村に上る川下の坂のそばに､シンケプ ウ シ ボン ナイ Sinkepusponnayとい

う沢があった｡シンケプとはハギのことだ｡

〔荷負本村 西島テル氏〕

21｡ピルカボンナイ pirkapo三1nayヌキベツコタンの墓場の近 くの沢｡

22｡カムイクンナィ kamuykunnay墓場の向こうの沢｡

〔ヌキベツ 黒川節子氏〕
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